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山口県におけるヒクイナPorzanaんＳｃαの越冬
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ヒクイナPorzα〃αんＳｃαは夏鳥として日本各地に渡来し，水田や湿地などで繁殖をしており（清

棲1978)，山口県でも繁殖が確認されている（日本野鳥の会山口県支部1990)．南西諸島では少数が

越冬しているが（清棲1978)，本州での冬期の観察例は少ない（安達1992,風張1993，安藤ほか

1994)．筆者らは，冬期に山口県岩国市において４羽のヒクイナを観察したので報告する．

越冬地は，山口県岩国市尾津町で（図１），錦川の支流である門前川河口の干潟の一部を埋め立て

た地域にある．南西には隣接して工場と住宅地があり，北東には米爾岩国基地がある．門前川をはさ

んで対岸には米軍の空港があり，飛行機の発着時は騒音が激しい．尾津地区のほとんどの畑ではハス

が栽培されており，ハス田内の道路沿いには人家がまばらにある．

図１の地点ａでは1994年１月９日に１羽，1994年２月６日に２羽観察された．以後この２羽が1994

年４月23日まで継続して観察された．地点ｂでは，1994年２月６日に２羽が観察され，1994年３月１９

日に１羽が観察された．

地点ａでは，幅約５ｍの用水路の約60ｍの区間で観察された．川の水深は水門で調整するため変動

〃

グ

瀬戸内海

図１．調査地と観察地点（ａ，ｂ)．

Ｆｉｇ．１．Mapofthewinteringarea．

1994年11月25日受理
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し，浅い時には０ｃｍから５ｃｍ程度，深い時には30ｃｍから40ｃｍ程度であった．械推は，アシ

』p肋､αｇｍ"ｅｓｃｏｍｍ”s，イタドリＰＣ妙go"I4mcuspjdα“ｍ，ススキMiscan鋤ussmensIs，

ノイバラＲｏｓａｍｕ"i/Zo7､αＴ/Zzmb，セイタカアワダチソウSoZjdagoa脳ssimaなどがあった

(似'２)．川水路内には投棄された発砲スチロールや空き缶，ビニール袋，木片などが散らばっていた．

ヒクイナはこの用水路の両岸の湿地で食物を探したり，ビニールや木片を起こして下にいる小動物を

食べていた．ときおり草のあいだで休息をとり，警戒した場合も草のあいだに入った．また，しばし

ば用水路から出て，約15ｍ離れた生ゴミの投棄場所で食物を探していた．この生ゴミの投莱場では，

ムクドリＳＺ【"､皿ｓｃｍＧｒａｃａ４ｓ，ツグミＴｕﾉ､血ｓ〃αuﾉ加αﾉｍｉ・バンＧα〃i皿Ｚａｃ/Mompus，クイナ

ＲａｌＭｕｓａｑ邸α瓦cusも採食していたが，これらの種と争うことはなかった．

地点ｂは荒れ地と瀧の区Ｉｌｌｌｉで，周I〃|の区画はハス111として利川されているが，ここは耕作されな

いまま放脳された上地で，メダケPZGjobjas虹ｓｓｊｍｏﾉ戒jVtIAai，スイバRI4me輔acGLosa，イ

Ｊ１"lcuseﾘﾂi↓susvar・aecfpiens，ヨモギＡＦＬｅｍｉｓｉａｐ'･mcGps，ススキなどが繁っていた（図３)．

この区画の東側のハス冊との境には南北に水の溜まった溝が約60ｍあった．水深は約５ｃｍから10ｃｍ

であった．ヒクイナはこの洲のI|｣のほぼ全域を採食しながら移動し，ときおり雑峨の'|｣に隠れた．ヒ

クイナは，カエルや泥の中のミミズのような小動物，小さい昆虫などを食べていたが種類は/f〈明であっ

た．ここではバン，ジョウビタキＰﾉＺＯＧﾉｚｉａ４（６ｓα[”oﾉでus，モズＬａｎｍｓｂｕｃＧｐ/zaZusがみられた．

地点ａでは栗原（私信）が1993年の冬にヒクイナを継続して観察しているので．少なくとも２年つ

づけて同一場所で越冬していたことになる．また，1993年６月にヒクイナの鳴きﾉ蹄が聞かれたので，

繁殖の可能性もある．

淵炎地点ａ，ｂは，どちらも浅い水があった．採食場所の近くには植物が茂り，体を隠すことがで

きた．この環境は，安達（1992）が報告したヒクイナの越冬場所と似ている．

今回，新しく越冬記録が得られたことは，これまでヒクイナが越冬していた南ixi諸島や東南アジア

の難境が悪化し，越冬地が変わった可能性もある．もしそうならば，今後円本で越冬する個体が蝋川

することも予想され，よく似た環境にﾉl鼻息するクイナなどにも形粋がでる可能性がある．今後ヒクイ

ナを保護するうえで，越冬数や越冬環境を確認する必襲があろう．

図２．地点ａ・
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図３．地点ｂ・

FiR．３．Ｓｔｕｄｙｓｉｔｅｂ．

引用文献

安達利之．1992．野鳥情報・公式記録．Ｓｔｒｉｘｌｌ：380．

安藤昭樽・服部・小111Ｈ1.1994．フィールドノート野鳥５９(5)．３２．

風張幸夫．1993．野鳥情報・公式記録．Ｓｔｒｉｘｌ２：２６２．

滴俊幸保．1978．増補改訂版1.1本鳥類大IXI鑑Ⅱ、猫談社，東京．

1.1本野鳥の会山11県支那．1990．山口県版鳥類繁殖調査報告苔.１１本野鳥の会山11県支部，山口．

Firstl･ec()ｒｄｏｌ'Ruddv-breasLedCrakesPorg(ｍα血scawinteI･ｉｎｇ－

ａｔＯｚｕ，Iwakuni，westernHonsyu．

2６１

ＭｉｃｈｉｏＫａｗａｍｏｔｏｌａｎｄＹｏｓｈｉｌ･ｏＷａｔａｎａｂｅ２

ﾉ２－j8,Ｂ-34.Ｈ城-cﾉzo,Ｓ/ｚｍ"αmzyou-sﾉzi，Ｙａｍ〔Igucﾉｚｉ河６，．２１－８－１７－２１０

Ｍsﾉij-“,ＨかCsﾉzima-s/1ｔ,Ｈｉﾉ､Cs版、α汚３

Ｋｏｕｇｏ－賊Zα』

WeobservedrourRuddy-breastedCrakesPoﾉ､zα“んscabeLweenJanuary9andApril23，

l994atKakouesLuary,Ozu-cho・Ｉｗａｋｕｎｉ,YamaguchiPrefecture,Thisisthefirstrecordof

thisspGcieswinteringinthisarea・Thecrakesstayedintheil､ｒｉｇａｔｉｏｎｃａｎａｌｓｉｎＬｏｔｕｓｆｉｅｌｄｓ

ｎｅａｒａＵＳａｉｒｆｏｒｃｅｂａｓｅ．

唖ｖｕﾉoﾉ､ａｓ:Porzanafusca,ｕﾉmte（"grecol･dI，Ｙａｍａｇ[4cﾉ1ＺＰ『､g/19c虹〃もＰ


